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「織笠川鮭まつり」が11月27日、織笠川特設会場で開か
れ、2,200人の観光客らでにぎわいました。名物のサケの
つかみ捕りには多くの親子らが参加し、ゴム長靴と軍手姿
でお目当てのサケを捕まえていました。中には逃げ回るサ
ケに苦戦する子供たち。全身ずぶぬれになりながらも捕ま
えた大物のサケを必死に抱え、川岸へと運んでいました。
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ザ
イ
ス
ト
市
使
節
団
の
皆
さ
ん
は
、

十
月
十
九
日
に
役
場
を
訪
れ
、
沼
崎

喜
一
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

翌
二
十
日
に
は
町
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
オ
ラ
ン
ダ
料
理
教

室
が
開
か
れ
、
日
蘭
交
流
友
の
会
会

員
な
ど
三
十
三
人
が
参
加
。
使
節
団

の
皆
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
オ
ラ
ン

ダ
の
代
表
的
な
家
庭
料
理
、
パ
ン
ネ

ク
ッ
ク
ン
（
パ
ン
ケ
ー
キ
）
と
ベ
ン

ト
ー
テ
ィ
フ
（
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
）

の
二
品
を
作
り
ま
し
た
。

二
十
一
日
か
ら
は
町
内
の
老
人

ホ
ー
ム
や
山
田
中
学
校
の
「
わ
だ
つ

み
祭
」
を
訪
問
す
る
な
ど
、
多
く
の

皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

二
十
二
日
に
は
町
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ
た

オ
ラ
ン
ダ
・
ザ
イ
ス
ト
展
と
「
デ
ィ
ッ

本
町
と
オ
ラ
ン
ダ
王
国
ザ
イ
ス
ト
市
が
友
好
関
係
を
締
結
し
て
今
年

で
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
同
市
か
ら
ル
ド
ル

フ
・
ブ
ッ
ク
ホ
ー
ヴ
ェ
ン
市
長
夫
妻
を
は
じ
め
と
し
た
使
節
団
九
人
が

本
町
を
訪
問
。
使
節
団
の
皆
さ
ん
は
町
内
各
所
で
行
わ
れ
た
行
事
に
参

加
す
る
な
ど
、
お
互
い
の
文
化
へ
の
理
解
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

オランダ・ザイスト展の開
会セレモニーの様子／同展
に合わせてユトレヒト州出
身の絵本作家ディック・ブ
ルーナ氏のポスター展も行
われました（丸写真）

祝賀会では「岩手山田旅情」を日本語とオ
ランダ語の２カ国語で一緒に歌いました

祝
賀
会
で
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
行
わ
れ

た
宮
古
市
の
山
口
太
鼓
に
挑
戦
し
ま
し
た
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友好関係締結５周年山　田　町
ザイスト市

ザ
イ
ス
ト
市
使
節
団
９
人
が
来
町

【３】

山
田
中
学
校
の
「
わ
だ
つ
み
祭
」
を
訪
れ
た
皆
さ

ん
は
茶
道
を
体
験
。「
結
構
な
お
点
前
で
し
た
」

オ
ラ
ン
ダ
料
理
教
室
で
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
の
中
で
料
理
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た

料
理
教
室
の
後
の
食
事
会
で
は
、
参
加
者
か
ら
ご
ま
も
ち

な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
山
田
の
味
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た

山田町とザイスト市の友好関係締結５周年を記念
してザイスト市から町に贈られたＡＤＯ玩具が、
「たんぽぽ学級」など町教育委員会の各種事業で利用
されています。この玩具は同市にある障害者施設で
作られたもので、三原色（黄、青、赤）を使った色合
い豊かな木製玩具。ＡＤＯとは、特別な、最適な、壊れ
ない物の製造という意味の略語になります。「たん
ぽぽ学級」託児ボランティアの「たんぽぽの会」の
柏原睦子代表は、「子供たちは新しい玩具に大喜び
で、玩具に乗ったり手に取ったりして遊びに集中し
ていました。手作りの木製玩具で温もりも感じられ、
何よりも遊びの幅が広がりうれしく思います。今後
も大切に使っていきたいです」と話していました。

ク
・
ブ
ル
ー
ナ
」
ポ
ス
タ
ー
展
の
開

会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席
。
同
展
に
は

二
十
八
日
ま
で
の
期
間
中
、
町
内
外

か
ら
四
百
三
十
三
人
が
訪
れ
る
盛
況

ぶ
り
で
し
た
。

二
十
三
日
、
山
田
町
・
ザ
イ
ス
ト

市
友
好
関
係
締
結
五
周
年
記
念
祝
賀

会
が
ホ
テ
ル
陸
中
海
岸
を
会
場
に
行

わ
れ
、
町
関
係
者
な
ど
九
十
人
が
出

席
。
開
会
に
先
立
ち
沼
崎
町
長
が

「
ザ
イ
ス
ト
市
の
皆
さ
ん
、
よ
う
こ

そ
山
田
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ザ
イ
ス
ト
市
と
の
交
流
は
、
行
政
レ

ベ
ル
か
ら
今
や
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流

に
発
展
し
て
い
ま
す
。
五
周
年
を
新

た
な
契
機
と
し
て
、
新
た
な
人
た
ち

の
出
会
い
、
結
び
つ
き
を
通
じ
お
互

い
の
文
化
交
流
を
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
ブ
ッ
ク
ホ
ー
ヴ
ェ
ン

市
長
が
「
滞
在
期
間
中
、
皆
さ
ん
か

ら
本
当
に
温
か
い
歓
迎
を
受
け
、
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
山
田
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
、
と
て
も
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
互
い
の
文
化
の
違
い
を
理
解
し
合

い
、
尊
敬
し
合
う
こ
と
で
良
い
社
会

が
で
き
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

理
解
を
深
め
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
お
礼
を
述
べ
、
出
席
者
全
員
に
記

念
の
メ
ダ
ル
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
贈
り

ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
使

節
団
の
皆
さ
ん
が
太
鼓
に
挑
戦
す
る

な
ど
滞
在
最
後
の
夜
を
満
喫
し
、
翌

朝
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

役　　　職　
ザイスト市長
同夫人
ザイスト市国際交流担当
同夫人
財団法人ホフライス会長
ザイスト市交流協力者
財団法人ホフライス理事
財団法人ホフライス理事
同夫人
通　訳

氏　　　　名
ルドルフ・ブックホーヴェン
トース・ブックホーヴェン
ロナルド・ファン・ヘーメレン
マリーケ・ファン・ヘーメレン
フレッド・スティンスマ
ポール・ヨングブルッドゥ
コニー・ヨングブルッドゥ
ウィム・ハルチェス
ヨーク・ハルチェス
山口千真

◆ザイスト市使節団の皆さん 〈敬称略〉
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町
で
は
、
平
成
十
六
年
度
の
決

算
に
基
づ
い
て
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

を
作
成
し
ま
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
財
産
の
中

身
や
財
政
状
況
を
示
し
た
表
で
、

貸
借
対
照
表
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
左
側
は
、
町

が
所
有
す
る
資
産
（
土
地
、
建
物
、

現
金
な
ど
）
で
、
右
側
は
資
産
形
成
に
要

し
た
負
債
（
借
入
金
な
ど
）
と
正
味
資
産

（
資
本
金
な
ど
）
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
を
作
る
こ
と
で
、
町
に
ど
の
く
ら
い
財

産
が
あ
り
、
ど
の
く
ら
い
借
金
を
抱
え
て

い
る
の
か
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

町
が
一
年
間
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
資
産
を

ど
れ
だ
け
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
把

町
で
は
中
長
期
的
視

野
に
立
っ
た
財
政
運
営

を
進
め
る
た
め
の
「
財

政
計
画
２
０
０
５
」（
一

般
会
計
）
を
策
定
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
予
想
が
ま
っ

た
く
困
難
な
地
方
交
付

税
に
つ
い
て
、
こ
の
ほ

ど
総
務
省
か
ら
示
さ
れ

た
地
方
財
政
収
支
の
仮

試
算
を
基
に
こ
れ
ま
で

の
財
政
計
画
を
作
り
直

し
た
も
の
で
、
来
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第

八
次
山
田
町
総
合
発
展
計
画
（
平
成
十
八

年
度
か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
の
五
カ
年

間
）
を
実
現
す
る
た
め
の
財
政
運
営
の
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
回
復
し
が
た
い
景

気
と
国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
伴
い
、
町

税
や
地
方
交
付
税
、
補
助
負
担
金
は
減
少
。

歳
入
総
額
も
年
々
減
少
し
、
平
成
十
七
年

度
と
二
十
二
年
度
を
比
べ
る
と
一
三
・

九
％
減
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
歳
出
で
は
第
八
次
総

合
発
展
計
画
の
五
カ
年
間
の
事
業
が
組
み

込
ま
れ
て
お
り
、
着
実
な
事
業
推
進
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
が
、
平
成
十
八
年
度
か

ら
二
十
年
度
ま
で
の
三
カ
年
で
二
億
六
千

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
平
成
16
年
度
）

町
民
�
人

当
た
り

資
産
は
178
万
円
、負
債
は
60
万
円

問い合わせ　役場企画財政課財政担当
�82－3111内線431

千
葉
県
山
田
町
と
本
町
の
姉
妹
都
市
終

結
確
認
式
が
十
月
二
十
二
日
、
役
場
特
別

応
接
室
で
開
か
れ
、
来
年
三
月
二
十
六
日

を
も
っ
て
姉
妹
都
市
を
発
展
的
に
終
結
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
千
葉
県
山
田

町
が
来
年
三
月
二
十
七
日
に
近
隣
町
村
と

合
併
し
て
香
取
市
に
な
り
、
縁
結
び
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
山
田
町
」の
名
称
が

消
え
る
こ
と
か
ら
、
合
併
の
前
日
を
も
っ

て
終
結
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

式
に
は
、
千
葉
県
山
田
町
か
ら
高
岡
顯

尚
町
長
、
木
内
正
直
町
議
会
議
長
、
高
木

茂
総
務
課
長
ら
四
人
、
本
町
か
ら
沼
崎
喜

一
町
長
、
川
村
永
爾
助
役
、
松
尾
光
信
教

育
長
、
佐
々
木
良
一
町
議
会
議
長
、
昆
暉

雄
町
議
会
副
議
長
ら
十
二
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
終
結
確
認
書
の
署
名
に
先
立
ち
、

沼
崎
町
長
が
「
二
十
年
間
の
深
い
交
流
に

心
か
ら
感
謝
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
も
変
わ
ら
ぬ
友
好
の
心
は
持
ち
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
れ
に

対
し
、
高
岡
町
長
は
「
一
抹
の
寂
し
さ
を

感
じ
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
は
香
取
市
の
中

で
山
田
と
い
う
地
域
性
は
失
わ
ず
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
深
い
お
付
き
合
い
に
感
謝
し
ま
す
と

と
も
に
岩
手
県
山
田
町
の
さ
ら
な
る
発
展

を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
両
町
長
が
終
結
確
認
書
に
署
名
し
、

交
換
し
ま
し
た
。

本
町
の
合
併
三
十
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
全
国
の
「
山
田
」
の
つ
く
市

町
村
に
呼
び
掛
け
、
千
葉
県
山
田
町
と
姉

妹
都
市
を
締
結
し
た
の
が
昭
和
六
十
年
十

月
二
十
日
。
以
来
二
十
年
に
わ
た
り
児
童

生
徒
の
相
互
訪
問
や
物
産
交
流
な
ど
を
通

じ
て
友
好
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
来

春
を
も
っ
て
自
治
体
と
し
て
の
交
流
は
終

結
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
友

好
の
き
ず
な
を
大
切
に
し
、
今
後
も
民
間

レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
続
い
て
い
く
こ
と
に

期
待
し
ま
す
。

千
葉
県
山
田
町
と
姉
妹
都
市
を
終
結

千
葉
県
山
田
町
と
姉
妹
都
市
を
終
結

千
葉
県
山
田
町
と
姉
妹
都
市
を
終
結

千
葉
県
山
田
町
と
姉
妹
都
市
を
終
結

千
葉
県
山
田
町
と
姉
妹
都
市
を
終
結

千
葉
県
山
田
町
と
姉
妹
都
市
を
終
結

千
葉
県
山
田
町
と
姉
妹
都
市
を
終
結

千
葉
県
山
田
町
と
姉
妹
都
市
を
終
結

千
葉
県
山
田
町
と
姉
妹
都
市
を
終
結

千
葉
県
山
田
町
と
姉
妹
都
市
を
終
結

千
葉
県
山
田
町
と
姉
妹
都
市
を
終
結

千
葉
県
山
田
町
と
姉
妹
都
市
を
終
結

千
葉
県
山
田
町
と
姉
妹
都
市
を
終
結

千
葉
県
山
田
町
と
姉
妹
都
市
を
終
結

千
葉
県
山
田
町
と
姉
妹
都
市
を
終
結

千
葉
県
山
田
町
と
姉
妹
都
市
を
終
結

千
葉
県
山
田
町
と
姉
妹
都
市
を
終
結

来
春
を
も
っ
て
20
年
の
歴
史
に
幕

左から、佐々木良一町議会議長、沼崎喜一
町長、高岡顯

けん

尚
しょう

町長、木内正
まさ

直
なお

町議会議長

【５】

握
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

一
般
会
計
と
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計

を
合
算
し
た
普
通
会
計
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
は
左
表
の
と
お
り
で
、
資
産
総
額
は
三

百
七
十
億
五
千
四
百
二
十
一
万
円
（
町
民

一
人
当
た
り
百
七
十
七
万
七
千
百
八
十
一

円
）、
負
債
総
額
は
百
二
十
五
億
二
千
七

百
二
十
六
万
円
（
同
六
十
万
八
百
二
十
八

円
）、
正
味
資
産
総
額
は
二
百
四
十
五
億

二
千
六
百
九
十
五
万
円
（
同
百
十
七
万
六

千
三
百
五
十
三
円
）
に
な
り
ま
す
。

町
の
会
計
は
、
普
通
会
計
の
ほ
か
に
６

つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
す
べ
て
総
計
し
た
「
連
結
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
」
も
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
る
と
町
の
資
産
総
額
は
四
百
八
十

八
億
七
千
百
二
十
七
万
円
、
負
債
総
額
は

百
八
十
二
億
六
千
三
百
十
三
万
円
、
正
味

資
産
総
額
は
三
百
六
億
八
百
十
四
万
円
と

な
り
ま
す
。

万
円
の
財
源
不
足
が
生
じ
る
と
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
調
整
基
金

（
預
貯
金
）
を
取
り
崩
し
て
運
営
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
建
設

事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
は
、
平
成

十
八
年
度
か
ら
か
な
り
の
縮
減
と
な

り
、
今
後
は
地
方
債
残
高
（
借
金
）

や
公
債
費
（
借
金
返
済
）
が
減
少
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
将
来
へ
の
負
担

は
軽
減
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
財
政
再
建
団
体
（
民
間
で
い

う
破
産
）
へ
の
転
落
を
回
避
す
る
た
め
、

行
政
改
革
に
沿
っ
て
人
件
費
の
削
減
や
公

共
事
業
の
見
直
し
を
進
め
、
歳
出
規
模
を

縮
減
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
身
の
丈
に

あ
っ
た
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

地方債
852

国県支出金
1,130

地方交付税
3,210

地方税
1,083

991

528

1,048

3,079

1,069

911

318

3,338

1,197

854

284

3,313

1,197

742
252

861

3,252

1,159

755
248

743

3,236

1,160

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

人件費
1,753

扶助費
738

公債費
988

物件費
644

投資的経費
1,296

その他
1,722

1,767

773

999

627

831

1,718

1,799

776

1,060

667

738

1,712

1,727

764

1,078

644

714

1,683

1,548

753

1,050

650

633

1,632

1,512

743

1,023

638

594

1,632

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

歳
　
入

歳
　
出

◆財政計画（平成17年度～22年度） 〔単位：百万円〕

0

その他
866

6,752

988 962

6,1426,266
6,6106,715

7,141

7,141

6,715 6,752 6,610
6,266 6,142

◆普通会計のバランスシート（平成17年３月31日現在）

資　　産
370億5,421万円

（前年度より２億8,921万円増）

町にどのような資産があるかを表
示。町はこれらの資産（土地、建物、
現金など）を有効に活用することで、
町民の皆さんにさまざまなサービス
を提供することができます。

１．有形固定資産 339億7,562万円

（うち土地　53億5,258万円）

２．投資等 12億721万円

３．流動資産 18億7,138万円

負　　債
125億2,726万円
（前年度より387万円減）

町にどれくらいの負債があるかを
表示。毎年度の経費に加えて、これ
らの負債返済のため、町民の皆さん
に負担を求めることになります。

１．固定負債 117億3,715万円

２．流動負債 ７億9,011万円

正味資産
245億2,695万円

（前年度より２億9,308万円増）

資産の形成に充てた国・県支出
金、町税などを表示しています。

１．国県支出金 99億7,019万円

２．一般財源等 145億5,676万円
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すずきゆうとくん
（大沢保育園・６歳）

駅
前
通
り
の
街
路
樹
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
広
報
紙
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
の
枝
の

剪せ
ん

定て
い

が
ど
う
に
か
な
ら
な
い
も
の
か
。

こ
の
モ
ミ
ジ
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い

整
枝
で
、
と
て
も
見
る
に
耐
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
海
岸
に
向
か
っ
て
左
側
の

通
り
の
多
く
が
欠
け
て
い
ま
す
。
枯

死
、
あ
る
い
は
意
図
的
な
も
の
か
、

そ
の
辺
も
調
べ
、
県
振
興
局
と
相
談

し
て
ぜ
ひ
補
っ
て
ほ
し
い
。
で
き
れ

ば
こ
の
街
路
樹
を
海
岸
通
り
ま
で
延

長
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
き
れ

い
な
並
木
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

広
報
紙
の
中
の「
町
長
室
か
ら
」の

掲
載
を
や
め
て
ほ
し
い
。
そ
も
そ
も

こ
の
記
事
の
ね
ら
い
は
何
か
。
た
だ

自
分
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
だ
け
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
こ
と

よ
り
町
民
の
声
（
要
望
、
願
い
、
提

言
な
ど
）
を
載
せ
る
ス
ペ
ー
ス
の
方

が
「
町
の
活
性
化
」（
人
々
の
意
識
向

上
）
に
な
る
と
思
う
が
、
当
人
の
答

え
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
海
林
和
彦
（
山
田
・
？
歳
）

【
回
答
・
地
域
整
備
課
】

駅
前
通
り
（
県
道
陸
中
山
田
停
車

場
線
）
の
街
路
樹
「
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
」

街
路
樹
と
町
長
コ
ラ
ム
に
疑
問

【７】 【６】

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

チ
ー
ズ（
12

）
Ｖ５（18）

は
、
平
成
四
年
に
開
催
さ
れ
た
三

陸
・
海
の
博
覧
会
に
先
立
ち
、
県
が

山
田
駅
前
の
環
境
整
備
の
一
環
と
し

て
植
樹
し
た
も
の
で
す
。
ご
意
見
に

つ
い
て
宮
古
地
方
振
興
局
土
木
部
に

問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
イ
ロ
ハ
モ

ミ
ジ
の
樹
木
剪
定
は
十
一
月
十
日
に

実
施
済
み
と
の
こ
と
で
す
。

樹
木
の
枯
死
あ
る
い
は
意
図
的
な

除
伐
の
調
査
に
つ
い
て
で
す
が
、
平

成
十
四
年
二
月
一
日
号
の
広
報
に
掲

載
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
、
沿
道

商
店
街
の
方
々
か
ら
『
ハ
ネ
虫
の
発

生
に
よ
る
営
業
へ
の
支
障
が
』『
樹

木
の
成
長
に
伴
い
、
根
の
部
分
が
隆

起
し
安
全
な
通
行
の
妨
げ
に
』
と

い
っ
た
苦
情
が
あ
り
、
当
初
植
え
込

ん
だ
三
十
本
の
う
ち
九
本
を
意
図
的

に
間
引
き
し
た
も
の
で
す
。
以
上
の

経
緯
な
ど
か
ら
、
ご
意
見
の
駅
前
通

り
や
海
岸
通
り
の
街
路
樹
の
補
充
、

植
え
替
え
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は

容
易
に
出
来
る
も
の
で
は
な
い
と
判

断
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
山
田
駅
前
の
道
路
は
山
田
町

の
玄
関
口
で
も
あ
り
、
今
後
、
宮
古

地
方
振
興
局
土
木
部
に
は
周
辺
の
状

況
お
よ
び
景
観
に
配
慮
し
た
適
切
な

維
持
管
理
を
要
望
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

【
回
答
・
町
長
】

「
町
長
室
か
ら
」
の
掲
載
に
つ
い

て
お
答
え
し
ま
す
。
本
欄
は
、
平
成

十
二
年
九
月
か
ら
町
長
の
コ
ラ
ム
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

そ
の
ね
ら
い
を
要
約
す
る
と
、
▼
広

報
記
事
だ
け
で
は
伝
え
き
れ
な
い
出

来
事
な
ど
を
私
な
り
に
す
く
い
取
っ

て
お
伝
え
す
る
こ
と
▼
そ
の
時
々
に

感
じ
た
私
の
思
い
も
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
こ
と
▼
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に

個
別
に
町
民
の
方
か
ら
ご
質
問
が
あ

り
、
ど
う
し
て
も
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
た
い
共
通
す
る
課
題
に
つ
い
て

お
伝
え
す
る
こ
と
│
│
で
、
時
に
は

読
者
の
皆
さ
ま
の
息
抜
き
に
と
、
私

の
感
じ
た
自
然
の
移
ろ
い
な
ど
も
書

い
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
声
欄
の
充
実
を
ご
提
言
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、「
み
ん
な
の
ス

ペ
ー
ス
」
欄
を
活
用
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
広
報
に
首
長
の
コ
ラ

ム
欄
が
あ
る
の
は
異
例
の
こ
と
で
は

な
く
、
む
し
ろ
親
し
ま
れ
る
広
報
づ

く
り
の
視
点
か
ら
は
必
要
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
平
成
十
六
年
三

月
に
実
施
し
た
町
政
モ
ニ
タ
ー
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
「
広
報
紙
の
中
で
関

心
を
持
っ
て
読
む
記
事
は
？
」
と
の

質
問
に
対
し
て
、
十
七
項
目
中
で
六

番
目
の
結
果
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

い
だ
よ
う
に
私
が
毎
日
そ
の
繰
り
返

し
で
す
。
思
え
ば
寒
い
日
も
朝
早
く

か
ら
家
事
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
よ
く

や
っ
て
く
れ
た
。
優
し
い
言
葉
、
感

謝
の
言
葉
も
述
べ
た
こ
と
も
な
い
。

そ
の
母
も
二
十
三
年
前
、
八
十
七
歳

で
天
国
に
旅
立
っ
た
。
か
ぜ
も
ひ
い

た
こ
と
の
な
い
丈
夫
な
体
。
今
日
は

そ
ん
な
母
が
し
の
ば
れ
る
。

岡
市
健
吾
（
飯
岡
・
？
歳
）

山
田
を
離
れ
て
十
年
く
ら
い
経
ち

ま
す
。
十
一
月
一
日
号
の
広
報
や
ま

だ
の
山
田
湾
を
見
な
が
ら
、
あ
ら
た

め
て
き
れ
い
な
所
で
育
っ
た
私
は
幸

時
代
を
感
じ
る
蓬
莱
橋
の
写
真

広
報
や
ま
だ
の
合
併
五
十
周
年
記

念
企
画
は
読
み
応
え
が
あ
り
、
山
田

全国納税貯蓄組合連合会が募集した中
学生の「税についての作文」の賞状授与・
伝達式が11月16日、役場で行われました。
同作文は税の仕組みや役割を正しく理解
してもらおうと実施されているもので、
県内から3,361編、全国では432,747編の
応募がありました。式では一人一人に賞
状と副賞が贈られ、受賞者を代表して川
村文乃さんが受賞作「税金が支えている
ものを発見！」を朗読しました。受賞し
た皆さんは次のとおりです。
◆宮古税務署長賞
川村文乃（豊間根中３年）

◆東北地区納税貯蓄組合連合会長賞
勝山真弥（豊間根中３年）
伊藤美保子（山田中１年）

◆岩手県納税貯蓄組合連合会長賞
鈴木潮美（豊間根中３年）
昆　咲樹（山田中３年）

◆宮古・下閉伊地区納税貯蓄組合連合会長賞
昆　澪子（山田中３年）
熊谷　渚（山田中３年） 《敬称略》

入
賞
者
７
人
に
賞
状
授
与
・
伝
達

前列左から川村文
あや

乃
の

さん、勝山真
しん

弥
や

君、伊藤
美
み

保
ほ

子
こ

さん、後列左から鈴木潮
しお

美
み

さん、昆咲
さ

樹
き

さん、昆澪
みお

子
こ

さん、熊谷渚
なぎさ

さん

亡
き
母
を
し
の
ぶ
十
二
月
の
風

私
の
母
は
コ
タ
ツ
の
片
隅
で
テ
レ

ビ
を
見
て
楽
し
ん
で
い
た
。
足
腰
が

衰
え
た
の
か
、
立
ち
座
り
の
際
は
コ

タ
ツ
の
台
を
支
え
に
す
る
よ
う
に
な

り
、
時
に
は
台
が
キ
ュ
ッ
と
鳴
る
こ

と
も
あ
り
、
注
意
を
し
た
り
叱し

か

っ
た

り
も
し
た
。
そ
れ
が
母
か
ら
受
け
継

貴
重
な
山
田
の
自
然
を
大
切
に

町
の
歴
史
を
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
明
治
、
大
正
時
代
の
写
真

が
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
に
も
驚
き

ま
し
た
。
蓬
莱
橋
を
馬
に
乗
っ
て

渡
っ
て
い
る
写
真
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。
時
代
を
感
じ
ま
す
ね
。

匿
名
希
望
（
飯
岡
・
32
歳
）

せ
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
豊
間
根
で

育
ち
ま
し
た
が
自
然
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
今
思
え
ば
あ
る
意
味
ぜ
い
た
く

な
環
境
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
小
学

一
年
生
の
子
と
主
人
と
名
古
屋
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
が
、
名
古
屋
も
素
晴

ら
し
い
所
で
す
。
し
か
し
、
残
念
な

こ
と
に
山
田
の
よ
う
に
自
然
が
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
海
も
工
業
地
帯
で
、

き
れ
い
な
海
と
は
言
え
な
い
の
が
正

直
な
と
こ
ろ
で
す
。
山
田
町
が
発
展

し
て
い
く
の
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と

で
す
が
、
貴
重
な
自
然
と
き
れ
い
な

海
は
大
事
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

笹
ノ
内
真
奈
美

（
愛
知
県
阿
久
比
町
・
？
歳
）

母
が
生
前
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼

に
と
盛
岡
市
の
昆
野
武
彦
さ
ん
（
七
〇

）

が
、
町
に
百
万
円
を
寄
付
し
て
く
れ

ま
し
た
。
昆
野
さ
ん
は
「
母
は
山
田

に
ず
っ
と
住
み
、
今
年
十
月
、
百
一

歳
の
誕
生
日
を
前
に
亡
く
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
山
田
町
に
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
町
の
発
展
の

た
め
に
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
故
人

も
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
い
ま
す
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
町
で
は
こ
の
ご

厚
志
を
無
に
す
る
こ
と
な
く
、
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

盛
岡
市
の
昆
野
さ
ん

が

町
に
100
万
円
を
寄
付

☆
は
れ
の
ち
く
も
り
☆
（
12
）

ク
リ
ス
マ
ス（
８
）

お
の
は
る
な（
７
）

本
城
�
�
大
好
っ
子（
12
）

ム
シ
キ
ン
グ（
７
）

Ｂ
・
Ｊ
（
10

）

コ
ン
ソ
メ
パ
ン
チ（
12
）

福
士
結
衣（
８
）

上
沢
り
え（
６
）

黒
ひ
つ
じ（
17
）



【８】

九
月
二
十
日
に
逝

去
さ
れ
た
元
全
漁
連

副
会
長
の
鈴
木
甚

左
ェ
門
さ
ん
（
八
四

）

＝
大
沢
＝
に
、
死
亡

叙
勲
と
し
て
従
五
位

旭
日
中
綬
章
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
昭

和
五
十
三
年
か
ら
平

成
十
一
年
ま
で
県
漁

連
会
長
を
七
期
務
め

ま
し
た
。
漁
家
の
所

得
向
上
と
経
営
安
定

を
図
る
た
め
、
ホ
タ

テ
養
殖
や
カ
キ
の
生

産
強
化
に
尽
力
。
岩

手
地
区
漁
業
労
働
安
全
対
策
協
議
会

を
発
足
さ
せ
、
漁
業
労
働
災
害
防
止

体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
か
ら
は
全
漁
連
副

会
長
を
二
期
六
年
間
務
め
、
韓
国
と

の
ワ
カ
メ
の
数
量
調
整
交
渉
で
日
本

側
団
長
も
務
め
ま
し
た
。

通
算
五
期
二
十
年
に
わ
た
り
、
岩

手
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
会
長
を
務

め
た
の
を
は
じ
め
、
県
さ
け
・
ま
す

は
え
縄
漁
業
組
合
の
初
代
組
合
長
、

全
国
共
水
連
県
事
務
所
長
な
ど
漁
業

関
連
の
多
く
の
団
体
長
を
歴
任
。
昭

和
六
十
三
年
に
は
県
知
事
表
彰
（
県

勢
功
労
）
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
生
前
の
功
績
を
た
た
え
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

八
月
二
十
九
日
に
逝
去
さ
れ
た
元

町
議
会
議
員
の
東
梅
岩
松
さ
ん
（
七
四

）

＝
田
の
浜
＝
に
、
死
亡
叙
勲
と
し
て

旭
日
単
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

東
梅
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
二
年
に

地
域
住
民
の
代
表
と
し
て
町
議
会
議

員
に
初
当
選
。
以
来
、
平
成
十
五
年

ま
で
通
算
四
期
十
六
年
に
わ
た
り
、

町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
町
議
会
経
済
常
任
副
委

員
長
、
教
育
民
生
常
任
委
員
長
、
町

消
防
委
員
会
委
員
な
ど
を
歴
任
し
た

ほ
か
、
船
越
湾
漁
協
の
監
事
お
よ
び

理
事
と
し
て
水
産
業
の
振
興
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
生
前
の
功
績
を
た
た
え
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

従五位旭日中綬章

故 鈴木甚
じん

左
ざ

ェ
え

門
もん

さん
（大沢・84歳）

水産業振興功労
（元全国漁業協同組合連合会副会長）

漁業振興に尽力

旭日単光章

故 東 梅 岩
いわ

松
まつ

さん
（田の浜・74歳）

地方自治功労（元町議会議員）

町勢発展に貢献

航空防衛裏方で支える
危険業務従事者叙勲

瑞宝単光章
寺本清

きよ

次
じ

さん（大沢・61歳）

防衛功労（元准空尉）

昭和39年、航空自衛隊に入隊。
山田分屯基地に配属されて以来34年間、有線機器、通信
ケーブルの保守整備業務に従事しました。特に昭和46年、
雫石町上空で起きた全日空事故の際の災害派遣は忘れられ
ない思い出。秋田県加茂、沖縄県久米島、北海道網走と回
り、再び山田に戻って、平成10年に退官。日本列島の南か
ら北まで航空防衛を裏方で支えてきました。受章について
「思ってもいないことで驚いています」と笑みがこぼれます。

郵便の集配ひたすらに
秋の叙勲

瑞宝単光章
港　達

たつ

男
お

さん（船越・67歳）

郵政業務功労（元郵政事務官）

昭和33年、船越郵便局に入局し、
41年間、郵便物の集配業務を行いました。昭和58年には町
内の特定局の集配業務が集約されたため、山田郵便局に移
籍。昭和61年に局長代理となり、平成11年3月に退職しま
した。「当時の集配は自転車で、自転車が入れない所は歩
きでした。道路事情も悪く、雪の日はさらに大変だった」
と振り返ります。受章について「先輩や同僚に支えられての
受章です。夢にも思いませんでした」と笑顔で話します。

地方自治の進展に貢献
高齢者叙勲

旭日単光章
阿部政

まさ

哉
や

さん（川向町・88歳）

地方自治功労（元町議会議員）

昭和25年から38年までの通算3
期12年にわたり、町議会議員として地方自治の進展に貢献
しました。「議員在職中は戦後の混乱期と町村合併の時期
であり、財政問題にとても苦労した」と当時を振り返りま
す。昭和25年、山田町商工会設立発起人を経て理事となり、
45年から副会長、平成5年から11年まで顧問を務め、商
工業の振興に尽力されました。受章について「身に余る光
栄です。とても感激しています」とほほ笑みます。



11月26日、岩手朝日テレビ主催の「ふるさとＣＭ大賞」
審査会が盛岡市で開催され、県内市町村が30秒のテレビ
ＣＭで、ふるさと自慢を競い合いました。4回目となる今
年は27市町村が参加。本町からは役場総務課で制作した
「ここどこ？」を出展しました。作品は飯岡の沼i正

まさ

弘
ひろ

さん（64）と孫の平石真
まさ

統
と

くん（5）が一緒にハイキング
しながら山田の魅力をアピールするものです。結果、本
町は審査員特別賞のユーモア賞を受賞。副賞として年間
50回、ＣＭが放送されることになりました。なお、審査
会の模様は12月23日午後2時から同局で放送されます。

船越小学校（英聰子校長・児童222人）と織笠小学校（相
模貞一校長・児童108人）、豊間根小学校（濱田宏一校長・
児童141人）が本年でそれぞれ創立130周年を迎え、各学
校で記念行事が行われました。
10月30日には船越小学校で記念式典が行われ、児童や

卒業生など350人が出席。式では英校長が「船越小学校の
子供であるという誇りと自覚を持ち、心を新たにして学
校生活を送ってください」とあいさつ。感謝状贈呈の後、
全校児童による児童発表が行われ、「40年続いた砂の造形
大会と親子海岸清掃など、これからも伝統の行事を続け、
美しい船越湾と荒神海岸をずっと大事にしていきます」
と力強く決意を述べました。また、同日には織笠小学校

山田漁港周辺のごみを撤去

漁業関係者や高校生ら汗流す

町内小学校で創立130周年記念事業

伝統と自然を大事にします

「ふるさとＣＭ大賞」審査会

本町が審査員特別賞に輝く

今月の題字

佐 藤 知 佳ちゃん
（山田南小3年）

ち か

【９】

11月12日、境田町の山田漁港船揚場周辺で不法投棄さ
れたごみなどの撤去作業が行われました。山田の海を守
る会が「森川海さわやか推進事業」として実施したもので、
山田湾漁協組合員や漁船団員、山田高校ボート部と野球
部の生徒ら50人が参加。早朝から夕方までの作業で100
本近くのタイヤ、冷蔵庫、テレビなどを収集したほか、
木造廃船5隻は重機を使って解体しました。皆さんの協
力により漁港周辺は見違えるほどにきれいになりました。

で130周年記念学習発表会が開かれ、創作全校劇を上演。
同小学校が創立されてから現在までの織笠の人々の暮ら
しの様子を児童たちが熱演しました。
11月 3日には豊間根小学校で記念式典と、豊間根の

平井俊榮さん（寶珠院住職）の記念講演が行われました。



その年中の公的年金等の収入額（Ａ） 公的年金等にかかる所得の算出方法

【１０】

十
月
二
十
三
日
の
山
田
町
合

併
五
十
周
年
記
念
式
典
は
、
町

内
外
か
ら
多
く
の
お
客
様
を
お

迎
え
し
て
盛
会
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
広
報
や
ま
だ
」十
一
月
一
日
号

が
合
併
特
集
号
に
な
り
ま
し
た

が
、
町
の
歴
史
を
語
る
資
料
で

も
あ
り
保
存
し
て
後
世
に
残
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
年
も
早
い
も
の
で
師
走
に

入
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
行

政
の
課
題
は
新
年
度
の
予
算
編

成
作
業
で
す
が
、
地
方
で
は
国

の
三
位
一
体
改
革
の
行
方
を
か

た
ず
を
飲
ん
で
見
守
っ
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
地
方
へ
の
税
源
移
譲
、

補
助
金
削
減
、
地
方
交
付
税
の

見
直
し
、
い
ず
れ
も
私
た
ち
に

と
っ
て
は
予
算
編
成
の
根
幹
を

な
す
も
の
で
あ
り
、
地
方
の
声

が
確
実
に
実
現
す
る
こ
と
を
切

に
願
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

師
走
と
い
え
ば
新
聞
各
紙
で

は「
今
年
の
十
大
ニ
ュ
ー
ス
」
を

特
集
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
十

大
ニ
ュ
ー
ス
は
何
で
し
た
か
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

地
方
税
法
、
所
得
税
法
な
ど
が
改
正
さ
れ
、
町
民
税
・
県
民
税

お
よ
び
所
得
税
の
計
算
方
法
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
主
な
改
正

点
は
、
年
金
収
入
を
対
象
と
し
た
公
的
年
金
等
控
除
の
縮
減
や
、

所
得
控
除
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
が
対
象
の
老
年
者
控
除
の
廃
止

な
ど
で
、
特
に
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
負
担
が
増
え
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
民
税
・
県
民
税
は
平
成
十
八
年
度
分
か
ら
、

所
得
税
は
平
成
十
七
年
分
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
は
負
担
増
に

65
歳
以
上
の
方
は
負
担
増
に

65
歳
以
上
の
方
は
負
担
増
に

65
歳
以
上
の
方
は
負
担
増
に

65
歳
以
上
の
方
は
負
担
増
に

65
歳
以
上
の
方
は
負
担
増
に

65
歳
以
上
の
方
は
負
担
増
に

65
歳
以
上
の
方
は
負
担
増
に

65
歳
以
上
の
方
は
負
担
増
に

65
歳
以
上
の
方
は
負
担
増
に

65
歳
以
上
の
方
は
負
担
増
に

65
歳
以
上
の
方
は
負
担
増
に

65
歳
以
上
の
方
は
負
担
増
に

65
歳
以
上
の
方
は
負
担
増
に

65
歳
以
上
の
方
は
負
担
増
に

65
歳
以
上
の
方
は
負
担
増
に

65
歳
以
上
の
方
は
負
担
増
に

公
的
年
金
等
の
収
入
額
か
ら
控
除
さ

れ
る
公
的
年
金
等
控
除
額
の
う
ち
、
年

齢
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
控
除
額
が
見

直
さ
れ
、
最
低
保
障
額
が
百
二
十
万
円

（
改
正
前
は
百
四
十
万
円
）
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く
所
得
控
除

の
う
ち
、
年
齢
六
十
五
歳
以
上
の
方
に

適
用
さ
れ
て
い
た
老
年
者
控
除
（
町
民

税
・
県
民
税
四
十
八
万
円
、
所
得
税
五

十
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

年
齢
六
十
五
歳
以
上
で
、
前
年
の
合

計
所
得
金
額
が
百
二
十
五
万
円
以
下
の

方
へ
の
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
急
激
な
税
負
担
の
増
加
を

緩
和
す
る
た
め
、
平
成
十
七
年
一
月
一

日
に
お
い
て
六
十
五
歳
に
達
し
て
い
た

方
（
昭
和
十
五
年
一
月
二
日
以
前
生
ま

れ
の
方
）
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

百
二
十
五
万
円
以
下
の
方
は
、
平
成
十

八
年
度
分
は
税
額
の
三
分
の
二
、
平
成

十
九
年
度
分
は
三
分
の
一
を
減
額
す
る

経
過
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
が
、
平
成
二

十
年
度
か
ら
は
全
額
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

町
民
税
・
県
民
税
の
所
得
割
が
課
税

さ
れ
る
す
べ
て
の
方
が
対
象
と
な
る
定

率
減
税
が
二
分
の
一
に
縮
減
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
所
得
割
額
か
ら
一
五
％
相

当
額
（
最
高
四
万
円
）
が
控
除
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
十
八
年
度
分
か
ら

は
七
・
五
％
相
当
額
（
最
高
二
万
円
）

の
控
除
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
八
年
分
か
ら
一
〇
％
、
最
高
十
二
万

五
千
円
（
現
行
二
〇
％
、
最
高
二
十
五

万
円
）
に
改
正
に
な
り
ま
す
。

均
等
割
の
納
税
義
務
が
あ
る
夫
と
生

計
を
同
一
に
す
る
妻
の
均
等
割
の
非
課

税
措
置
が
廃
止
さ
れ
、
所
得
が
一
定
金

額
を
超
え
る
場
合
は
、
均
等
割
（
町
民

税
三
千
円
、
県
民
税
千
円
）
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務
会
計
課
町

民
税
担
当
（
�
８
２
│
３
１
１
１
内

線
１
１
２
）
へ
ど
う
ぞ
。

○65歳以上の方の公的年金等の所得の簡易計算表（速算表）

※年齢65歳未満の方については、変更はありません。

改
正
前

改
正
後

2,600,000円以下

2,600,000円超　4,600,000円以下

4,600,000円超　8,200,000円以下

8,200,000円超

（Ａ）－ 1,400,000円

（Ａ）× 75％ － 750,000円

（Ａ）× 85％ － 1,210,000円

（Ａ）× 95％ － 2,030,000円

3,300,000円以下

3,300,000円超　4,100,000円以下

4,100,000円超　7,700,000円以下

7,700,000円超

（Ａ）－ 1,200,000円

（Ａ）× 75％ － 375,000円

（Ａ）× 85％ － 785,000円

（Ａ）× 95％ － 1,555,000円

公
的
年
金
等
控
除
額
の
改
正

老
年
者
控
除
の
廃
止

65

歳
以
上
の
方
に
係
る
非
課
税
措
置
の

廃
止
（
町
民
税
・
県
民
税
の
み
）

定
率
減
税
も
縮
減
に

生
計
同
一
の
妻
に
対
す
る
非
課
税
措

置
の
廃
止
（
町
民
税
・
県
民
税
の
み
）



11日に福祉バザー
皆さんのご来場を

福祉バザーが開かれます。ど
うぞご来場ください。
�日時　12月11日（日）

午前10時半～正午
�場所　町中央コミュニティセ
ンター
�問い合わせ　役場保健福祉課
厚生援護担当（内線135）へ。

シルバーカレッジ
公開講座に参加を

いわてシルバーカレッジの公
開講座が行われます。入場は無
料で、どなたでも参加できます。
�日時　12月14日（水）

午後１時～３時半
�場所　町中央公民館
�内容　講演「いなかは宝の山」
講師：皆川洋一さん（藤沢町）
�申込期限　12月７日
�申込先・問い合わせ　陸中海
岸青少年の家（�84－3311）へ。

まちで出会ったかわいい笑顔

町読書感想文コン
クールにご応募を

「第37回読書感想文コンクー
ル」が開催されます。皆さんの
ご応募をお待ちしています。
�対象　小学生以上
�応募基準　小学１、２年生…
400字詰め原稿用紙２枚以内
同（３年生以上）…原稿用紙
３枚以内　中学生…原稿用紙
４枚以内　高校生以上・一般
…原稿用紙５枚以内
�応募方法　来年１月31日まで
に町立図書館に郵送するか、
直接提出してください。
※小・中学生、高校生は学校を
通じて提出してください。
�応募先・問い合わせ　町立図
書館（町中央コミュニティセ
ンター内　山田町八幡町３－
20 �82－3420）へどうぞ。

親子で和凧作りに
チャレンジしよう

和凧やクリスマスリースなど
を制作する「アイディアとアレ
ンジでクリスマス＆お正月」が
開催されます。
�日時　12月17日（土）

午前９時半～11時半
�場所　陸中海岸青少年の家
�コースと参加料　Ａコース…
和凧（310円） Ｂコース…
ミニ門松（800円） Ｃコー
ス…クリスマスキャンドル
（400円） Ｄコース…クリス
マスリース（350円）
�定員　各コースとも小学生以
上30人（小学３年生以下は保
護者同伴とします）
�申込期間　12月６日～11日
�申込先・問い合わせ　陸中海
岸青少年の家（�84－3311）へ。

【１１】

��月の町長面談日
�日時　12月14日（水）

午前10時～正午
�場所　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。

行政相談あります
�日時　12月15日（木）

午前10時～正午
�場所　町中央コミセン
※行政について納得できない
ことなどご相談ください。

町で臨時職員を
一般公募します

町では、臨時職員を募集しま
す。選考方法は書類審査（履歴
書）と面接です。
�職種　一般事務補助
�勤務場所と募集人数
地域整備課…１人
税務会計課…２人

�応募資格　町内に住所があ
り、パソコン操作のできる人
�賃金日額　5,400円
�任用期間　来年１月１日～３
月31日
※必要がある場合は最大８カ月
まで期間が更新されます。
�申込方法　役場住民生活課、
各支所に備え付けの履歴書に
必要事項を記入し、役場総務
課へ提出してください。
�申込期限　12月９日
�問い合わせ　役場地域整備課
下水道業務担当（内線212）、
税務会計課町民税担当（内線
111）へどうぞ。

ヘルパー２級課程
研修会開かれます

山田町シルバー人材センター
では、訪問介護員（ヘルパー２
級課程）の養成研修会を開催し
ます。受講料は無料ですので、
どうぞご参加ください。
�期間　来年１月10日～２月21
日（31日間）
�場所　町中央コミュニティセ
ンター
�対象　55歳～70歳の人
�定員　20人
�申込期限　12月９日
�申込先・問い合わせ　山田町
シルバー人材センター（�
82－3381）へどうぞ。

第�回山田町議会定例会
�日時　12月７日（水）開会

午前10時～
どなたでも傍聴できます。

詳しい日程などについては、
町議会事務局（�82－3114）
へお尋ねください。

６日から県芸術祭
巡回美術展を開催

巡回美術展が開催されます。
今年の県芸術祭美術展の入選作
品80点を展示。皆さんのご来場
をお待ちしています。
�期間　12月６日～８日
�時間　午前９時～午後５時
�場所　町中央公民館
�本町の入選者
洋画…昆佑美、山根ノブ子
日本画…菅田美世子、藤原保
子、下野美貴子、長崎百合子、
福士るみ子、佐藤順子　書道
…大鐘洋月 〈敬称略〉
�問い合わせ　町教育委員会事
務局文化担当（内線624）へ。

�友好関係締結５周年を記念し
て本町を訪れた、ザイスト市
使節団の人数は何人？
�７人　�８人　�９人

�今号の「みんなのスペース」
に掲載されたイラストは全部
で何点？
�10 �11 �12

�船越小、織笠小、豊間根小は
今年創立何周年を迎える？
�30 �50 �130

�今月の「一歳になりました」
に登場している赤ちゃん11人
のうち、男の子は何人？
�５人　�６人　�７人

【応募方法】 はがきに①クイ
ズの答え②住所③氏名④年齢を
明記の上、応募ください。
【応募先】 〒028－1392（住所
記載不要）山田町役場広報クイ
ズ係
【締め切り】 12月15日（当日消
印有効）
☆前回の正解は、①－Ａ、②－
Ｃ、③－Ｂ、④－Ａ、⑤－Ｃで
した。応募者数は36通で32通が
正解、抽選の結果次の20人が当
せんしました。
中央町＝鈴木瑶子（16） 八幡

町＝武藤直子（12） 長崎＝堀合
裕美香（８）、小林夢花（２） 飯
岡＝白土睦（？）、佐々木大地
（17） 船越＝阿部由佳（12）、黒
沼治三郎（75）、佐々木健三（60）、
佐賀達徳（14）、黒澤頼江（？）
田の浜＝山�真也（10）、黒沢純
平（12）、田畑有望（12）、加藤辰造
（65） 織笠＝阿部真由子（17）、
佐々木八重子（？）、鈴木忠平
（？） 大沢＝上沢りえ（６） 豊
間根＝尾形奈保（５）〈敬称略〉
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12月生まれ�

※敬称略・（ ）内は地区名、保護者、
性別です。

西 舘 諒
りょう

大
た

（船越・孝紀・男）

鳥 井 海
かい

翔
と

（飯岡・勝一・男）
鈴 木 陸

り

久
く

（飯岡・貴彦・男）

小 林 愛
あい

華
か

（織笠・隆弘・女）

斉 藤 　 魁
かい

（織笠・順一・男）

五十嵐　颯
そう

（長崎・亮・男）
佐々木勝

かつ

美
み

（大浦・貴男・女）

10月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�山田 大久保輝

こう

星
せい

（一孝・男）、君÷陸
りく

冬
と

（剛・男）、今井來
く

玲
れ

芭
は

（大策・女）、武藤楽
らく

（一仁・男）
�船越 山�志

し

音
おん

（武彦・男）、菅原林
りん

果
か

（一紀・女）
�大浦 山根颯

そう

龍
た

（嘉春・男）
�織笠 稲川柊

とう

真
ま

（光寿・男）、阿部琉
る

梨
り

（利幸・女）
�大沢 柏谷愛

あい

海
み

（智康・女）
�豊間根 豊間根亜

あ

衣
い

（陽介・女）、佐々木
�
れん

矢
や

（博達・男）
�荒川 齋藤聖

せい

弥
や

（一哉・男）

〔結婚した二人〕（ ）は住所
花坂裕史（田の浜）・小堀内優子（宮古市）
山崎雅広（田の浜）・越田香奈子（織笠）
佐々克考（織笠）・山本安奈（宮古市）
昆恵一（織笠）・星子弥生（大槌町）
鈴木元（豊間根）・加藤五月（宮古市）
千代川孝徳（北浜町）・K弘美（北浜町）
千代川清照（大沢）・遠藤雅枝（福島県いわき市）
山�勝彦（船越）・沼�知佐子（織笠）
内舘勝（山田）・川戸由紀子（宮古市）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 武藤勇三（71）、白�米]（76）、堀
合スヘ（85）、大杉マサ子（81）、柳≈力雄
（82）、瀬川捷夫（62）
�船越 藤原正吉（78）
�織笠 O藤÷竹五郎（94）、�橋專次（75）、
中村コト（89）、昆野節子（100）

武 藤 　 遥
はるか

（北浜町・庄一郎・女）

中 鉢 航
こう

太
た

（飯岡・良樹・男）

町民のうごき
（10月 1 日～31日）

�出生……14人 �転入……48人

�死亡……14人　　�転出……53人

�人口…20,782人（今月減 5人）

男…9,972人 女…10,810人

�世帯数………………7,259世帯
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◆
町
の
わ
だ
い
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
先

日
行
わ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
で
審
査

員
特
別
賞
の
ユ
ー
モ
ア
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た

▼
出
演
し
て
い
た
だ
い
た
沼
i
正
弘
さ
ん
、
平

石
真
統
く
ん
を
は
じ
め
、
撮
影
機
材
な
ど
を
快

く
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
ほ
か
に
も
数

え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
で
本

作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
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◆
恒
例
の「
鮭
ま
つ
り
」
を
取
材
し
ま
し
た
。
サ

ケ
の
つ
か
み
捕
り
が
始
ま
る
直
前
で
雨
に
降
ら

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
サ
ケ
と
格
闘
す
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子

供
た
ち
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ベ
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シ
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写
真
の
出
来
栄
え
を
楽
し
み
に
意
気

揚
々
と
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り
ま
し
た
▼
し
か
し
な
が
ら
、
出
来

上
が
っ
た
写
真
は
完
全
な
ピ
ン
ボ
ケ
。
さ
ら
に

レ
ン
ズ
に
付
い
た
水
滴
ま
で
も
写
っ
て
い
る
あ

り
さ
ま
で
、
と
う
て
い
使
え
る
写
真
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
逃
し
た
魚
は
大
き
い
…
。
幸 和

山田町合併50周年記念第３回歴史講演会

幕末の山田に生まれ、染物業を営み
ながら絵師として活躍した、佐々木藍
田の生涯と作品を紹介します。
�日時　12月16日（金）午後3時～
�場所　町中央公民館小ホール
�問い合わせ　町教育委員会事務局文
化担当（�82－3111内線624）へ。

入場無料


